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SAP社のERP導入におけるグローバルコ
ンサルタント集団である強みを源泉に、昨年

稼働を開始した次世代戦略室が先端IT技術
について強化、推進し、競争力を大きく高める

ことを目指します。

具体的には、リプレイス需要が高まるS/4 
HANA導入コンサルティング、SAP社が注力
するSAP Success Factors、SAP導入価値
を大きく高めるSAP×RPAの3つの成長ドライ
バーに注力し、既存顧客の深耕と新規顧客

の拡大を進めてまいります。

これらの他社に秀でた付加価値の高いソ

リューションを提供することで、案件ごとの収益

性を図るとともに、プライム、準プライム案件の

比率も高めることを目指します。

既存コンサルティング事業の強化、持続的成長と企

業価値向上の実現を加速し、コンサルティングサービス

の拡充を図るため、代表取締役の直轄に「次世代戦略

室」を配置いたしました。次世代戦略室では、最新の技

術動向についての研究調査、新たなサービスの創出や

事業の発展をこれまで以上に目指します。

労働力不足、生産性のさらなる向上、働き方の刷新

などを背景に、企業からのニーズが急速に高まるRPAに
関わる領域を重点的に取り組むことからスタートします。

顧客企業の収益力向上に貢献すべく、当社の主力

サービスであるSAP ERP導入コンサ
ルティングと組み合わせた、新しい

ソリューションづくりを積極的に

進めてまいります。

T O P  I N T E R V I E W

おかげさまで東証一部上場

ごあいさつ

東証一部への市場変更をステップに
さらなる成長と株主価値向上を目指します

　平素は、格段のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。

　当社は、2018年3月に東京証券取引所JASDAQ市場から市場第二部、また6月には市場第一部に市場変更する
ことができました。これもひとえに、株主の皆様をはじめ多くの関係者の皆様からのご支援の賜物と心より深く感謝申し

上げます。

　当社の属するIT業界におきましては、企業のＩＴ投資のペースは引き続き増加する傾向にあり、ＥＲＰ市場において
もＩＴ基盤の統合・再構築は企業の重要課題とされ、堅調な成長を続けております。

　このような経営環境のもと、当社はＳＡＰ ＥＲＰパッケージ導入のプライム（元請け案件）をより多く受注すべく、当社の
強みである人事ソリューションを中心に営業活動を推進してまいりました。併せてＦＩＳ（顧客要件を分析し、ＳＡＰの実現

機能の設計やアドオン設計の技術支援を行う案件）の営業も積極的に行い、顧客基盤の拡大を図ってまいりました。

　今後も将来を見据え、当社の強みを活かした事業展開を行い、皆様の期待に応えてまいります。

　株主の皆様におかれましては、引き続きご支援、ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

代表取締役　野村　芳光

売上高 経常利益 当期純利益

2,541
百万円

406
百万円

277
百万円

2019年12月期の重点施策

当社のメインサービスとなる国内ERP市場は、グロー
バル化や生産性向上といった企業の課題が高度化す

ることを背景に拡大が見込まれています。

特に、SAP社の製品においては、2025年に迎える現
行のバージョンSAP ERP6.0からS/4 HANAへの切替
期限に対する大きな需要があります。

また、データサイエンス、クラウド、RPA、AIといった先
端技術、新しい領域のニーズも急速に高まっています。

当社でのERP×先端技術への取り組みについて、

既にスタートしており、競合優位性の確立に向けて積極

的な展開を行っています。

事業環境の追い風を、確実に捉え、飛躍的な成長を

続けるための競合優位性を確かなものにしていきます。

TOPICS

特集

経常利益率 R O E

16.0% 13.0%

2025年

現在

SAP HANAへの切り替え完了
（想定される切替時期）

3つの成長ドライバーに注力し
事業拡大、収益性向上を図る

中期成長戦略

成長ドライバーの中核を担う次世代戦略室
RPA領域でのソリューション開発、推進をスタート

2019年以降の重点施策

高付加価値ソリューションの提供

プライム
比率
UP

収益性
UP

新規顧客の拡大

既存顧客の深耕

RPASAP

データ
サイエンス

クラウド

SAP
Success
Factors

人事業務をクラウド
で効率化

S/4  HANA
導入コンサル

次世代戦略室 先端IT技術の強化・推進

グローバルコンサルタント集団　
プロジェクト成功率 100% SAP認定コンサルタント資格者 184名
SAP社ERP導入における

大きな競争力

強み

「データサイエンス」
「クラウド」「RPA」「AI」

必須に

SAP HANAを土台に
SAP S/4HANAと

の組み合わせによる
競合優位性の確立が

SAP S/4HANAと
「データサイエンス」

「クラウド」「RPA」「AI」
の組み合わせによる
競合優位性確立に向け

積極展開

大きく
成長する

6年

豊富なERP導入コンサルティング実績
経営分析（データサイエンス）・クラウドを活用した

コンサルティング実績を持つ
当社が

人事業務すべての機能をクラウドベースで提供することができるNo.1クラウドHCM※ソリューションであるSAP 
Success Factorsの提案と当社が強みとする人事分野での実績が評価され、プロジェクトの受注に成功しました。
今後も、 SAP Success Factorsをドライバーとした提案に力を入れ、事業の拡大を図ってまいります。
※:Human Capital Management:人財マネジメント

阪和興業（東証一部上場の大手商社）からSAP Success Factorsによる
クラウド人事システム構築プロジェクトを受注

SAP Success Factors

今回、同社の主力サービスである「BizRobo！」のパートナー契約を締結いたしました。RPAテクノロジーズ㈱の製品力
を、当社の豊富なERP導入コンサルティング実績に基づいたRPAの導入コンサルティングに付加し、働き方改革の需
要に貢献すべく、最適なRPAサービスを提供していきたいと考えております。

RPA市場におけるリーディングカンパニーRPAテクノロジーズ㈱と
同社の主力サービスである「BizRobo！」のパートナー契約を締結

RPA分野
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の組み合わせによる
競合優位性確立に向け

積極展開

大きく
成長する

6年

豊富なERP導入コンサルティング実績
経営分析（データサイエンス）・クラウドを活用した

コンサルティング実績を持つ
当社が

人事業務すべての機能をクラウドベースで提供することができるNo.1クラウドHCM※ソリューションであるSAP 
Success Factorsの提案と当社が強みとする人事分野での実績が評価され、プロジェクトの受注に成功しました。
今後も、 SAP Success Factorsをドライバーとした提案に力を入れ、事業の拡大を図ってまいります。
※:Human Capital Management:人財マネジメント

阪和興業（東証一部上場の大手商社）からSAP Success Factorsによる
クラウド人事システム構築プロジェクトを受注

SAP Success Factors

今回、同社の主力サービスである「BizRobo！」のパートナー契約を締結いたしました。RPAテクノロジーズ㈱の製品力
を、当社の豊富なERP導入コンサルティング実績に基づいたRPAの導入コンサルティングに付加し、働き方改革の需
要に貢献すべく、最適なRPAサービスを提供していきたいと考えております。

RPA市場におけるリーディングカンパニーRPAテクノロジーズ㈱と
同社の主力サービスである「BizRobo！」のパートナー契約を締結

RPA分野



株主メモ

証券コード 3940
上場証券取引所 東京証券取引所市場第一部※

事業年度 毎年1月1日から12月31日まで
定時株主総会 毎事業年度の末日の翌日から３ヶ月以内
基準日 期末配当 12月31日　
 中間配当   6月30日
株主名簿管理人 東京都中央区八重洲一丁目2番1号
 みずほ信託銀行株式会社

株主名簿管理人 東京都中央区八重洲一丁目2番1号
事務取扱場所 みずほ信託銀行株式会社　本店証券代行部

郵便物送付先 〒168-8507　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
および みずほ信託銀行株式会社　証券代行部
電話照会先 電話：0120‐288‐324　（フリーダイヤル）
公告方法 電子公告により行います。

事故その他やむを得ない事由により電子公告ができ
ない場合は、日本経済新聞に掲載して行います。

公告掲載URL ： https://www.nomura-system.co.jp/

当社をよりよくご理解いただくために、
「個人投資家の皆様へ」のページを設けています。

当社の事業内容や今後の見通しなど、情報をわかり
やすくご紹介しています。ぜひご活用ください。

https://www.nomura-system.co.jp/ir/individual/

発行可能株式総数 17,190,000株

発行済株式総数 5,699,100株

株主数 2,912名

会社名 株式会社ノムラシステムコーポレーション

本社所在地 東京都渋谷区恵比寿一丁目3番1号

 朝日生命恵比寿ビル7F
資本金 30,824万円
従業員数 97名
役員 代表取締役 野村　芳光 （ノムラ　ヨシミツ）

 常務取締役 根本　康夫 （ネモト　ヤスオ）

 常務取締役 有賀　滋 （アリガ　シゲル）

 取締役 吉田　勤 （ヨシダ　ツトム）

 取締役 内山　勉 （ウチヤマ　ツトム）

 社外取締役 太田　健一 （オオタ　ケンイチ）

 社外取締役 常勤監査等委員 冨谷　正明 （トミヤ　マサアキ）

 取締役 監査等委員 古藤　全海 （コトウ　ゼンカイ）

 社外取締役 監査等委員 田部井　修 （タベイ　オサム）

会社概要 株式情報

氏名または名称 所有株式数 持株比率

野村　芳光 3,542,500株 62.16%
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口２） 125,700株 2.20%
大山　亨 103,500株 1.82%
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 99,900株 1.75%
有賀　滋 49,800株 0.87%
浅沼　雄二 39,300株 0.69%
石川　るみ子 35,400株 0.62%
酒井　秀和 30,000株 0.53%
 28,000株 0.49%

資産管理サービス信託銀行株式会社（年金信託口） 25,400株 0.45%

大株主

第34回　定時株主総会決議ご通知

第34回　定時株主総会におきまして、下記のとおり報告および決議されました。

開催日時 2019年3月26日（火曜日）午前10時
内容 報告事項 第34期（平成30年1月1日から平成30年12月31日まで）事業報告及び計算書類の内容報告の件

 決議事項 第1号議案　　剰余金の処分の件

  第2号議案　　取締役（監査等委員である取締役を除く）6名選任の件

  第3号議案　　監査等委員である取締役3名選任の件

証券コード：3940　株式会社ノムラシステムコーポレーション
代表取締役　野村　芳光

（2018年12月31日現在）

（2019年3月26日現在）

※2018年6月11日をもって、東京証券取引所市場第一部に市場変更いたしました。

MLI FOR CLIENT GENERAL OMNI 
NON COLLATERAL NON TREATY-PB
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企業の旺盛なIT投資意欲・ERPパッケージへの切替需要・ERPパッケージのクラウド化
に対するニーズの高まりを捉えることに励んでまいります。
　当社の強みを活かし、引き続き人事分野のプライムに重点的に取り組み、プライムをさらに拡大するとともに、会計分野
等の他分野においても顧客開拓をすすめ、併せてFISにおいても、高付加価値のサービスを提供し安定的な収益の確保
を図ります。またクラウド、RPA等の新規サービスを提供し継続的な案件の獲得を目指します。

　当社は、株主への利益還元を重要な経営課題の一つとして位置づけ
ております。財務基盤の健全性を維持し、事業環境の変化や将来の事業
展開に備えて内部留保の充実を図りつつ、配当性向40％以上の安定配
当を継続的に行うことを基本方針といたします。

経常利益（百万円） 当期純利益（百万円）

総資産（百万円） 純資産（百万円）
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22.0円

2018年12月期　配当金（１株）

業績・財務ハイライト／次期業績見通し

2019年12月期の業績予想

2,685
（予想）
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194

268
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26億85百万円
（前期比5.7％増）

3億93百万円
（経常利益率14.6%）
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